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〔編集後記〕 〔岩下 明徳〕

大腸の鋸歯状腺腫という概念が， Longacre と
Fenoglio Preiser（1990 年）により提唱されてから 17
年，本誌（33巻 6号，1998年）で「鋸歯状腺腫（serrated
adenoma）とその周辺」というタイトルにて特集されて
から 9年が経過しました．以来，鋸歯状腺 構造を示
す大腸のポリープは病理組織学的に鋸歯状腺腫（SA :
腫瘍）と過形成性ポリープ（HP : 非腫瘍）に大別されて
きました．しかし，時に両者の鑑別に難渋する病変に
遭遇することも事実で，このような病変に対して，日
本の病理医は atypical HP， immature HP，HP with
young epithelium，large HP などと呼んで診断してき
たのが現状だろうと思います．
最近，欧米でこのような病変に対し無茎性鋸歯状ポ
リープ（sessile serrated polyp ; SSP）無茎性鋸歯状腺腫
（SSA）なる概念が提唱され注目されています．加え
て，HP と SA には microsatellite instability（MSI）とい
う共通した遺伝子異常が存在すること，両者と MSI が
関与する非遺伝性大腸癌（MSI 大腸癌）との連続的な組
織発生・発育進展（serrated neoplastic pathway）の可能
性が高いこと，HP にも病理組織形態学的にいくつかの
亜型があり，その一部が MSI 大腸癌の前癌病変であろ
うと推定されること，などが明らかにされています．
このような最近の疾患概念や遺伝子学的研究の著しい
進歩を背景に欧米では，鋸歯状腺 構造を示すポリー
プを腫瘍・非腫瘍と 2 大カテゴリー化するのではな

く，それらを一括して serrated polyp とし，その中に
病理組織学的特徴からいくつかの亜型を置く組織分類
が提唱されています．しかし，承知のごとくすべての
日本の病理医が欧米の診断基準に従っているわけでは
なく，またそれらの病理医間にも大腸鋸歯状病変の分
類・診断基準に差があるのが現状です．
本号の企画のねらいは，病理学的立場から HP，

SA，絨毛状腺腫などの鑑別診断を含めた大腸鋸歯状病
変の診断基準， 鋸歯状病変の組織発生および発育進
展（癌化を中心に），臨床的立場から 内視鏡的な大腸
鋸歯状病変（HP，SA，腺癌）の鑑別診断法と診断能，
および 大腸鋸歯状病変の臨床的取り扱い，などにつ
き現在の考え方や問題点を明確にすることでありま
す．幸いに，この分野のエキスパートから原稿をいた
だいたこともあり，いずれも秀でた力作ばかりで読み
応えがあります．ぜひ御一読を薦めたく存じます．特
に中村眞一先生の組織発生に関する論文は，着想から
論文形式・画像写真まですべて秀逸で，大変勉強にな
ります．上述のごとく，いずれの先生方からも優れた
論文をいただきましたが，言うまでもなく大腸鋸歯状
病変の問題点がすべて解決されたわけではありませ
ん．本号を契機に大腸鋸歯状病変の疾患概念の確立，
病理診断基準の統一化が進み，かつその生物学的特性
に関する究明がよりいっそう前進することを期待した
いと思います．
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